
一
般
行
政
事
務
職

■
募
集
人
員

若
干
名

■
応
募
資
格

昭
和
55
年
4
月
2
日
〜

平
成
2
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方

で
、
大
学
、
短
大
卒
業
ま
た
は
平
成

22
年
3
月
卒
業
見
込
の
方
。

■
1
次
試
験

・
日
時
　
7
月
26
日（
日
）

・
場
所
　
県
立
加
納
高
等
学
校

・
内
容
　
教
養
試
験
、

事
務
適
性
検
査
外

■
1
次
試
験
発
表

8
月
中
旬（
予
定
）

■
2
次
試
験

9
月
中
旬（
予
定
）

■
最
終
合
格
発
表

10
月
中
旬（
予
定
）

保
　
育
　
士

■
募
集
人
員

若
干
名

■
応
募
資
格

短
期
大
学
卒
業
程
度

（
昭
和
55
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、
保
育
士
登
録
簿
に
登
録

し
た
方
ま
た
は
平
成
21
年
度
に
そ
の

登
録
見
込
の
方
。）

■
1
次
試
験

・
日
時
　
7
月
26
日（
日
）

・
場
所
　
県
立
加
納
高
等
学
校

・
内
容
　
教
養
試
験
、事
務
適
性
検
査
、

専
門
試
験
外

■
1
次
試
験
発
表

8
月
中
旬（
予
定
）

■
2
次
試
験

9
月
中
旬（
予
定
）

■
最
終
合
格
発
表

10
月
中
旬（
予
定
）

平
成
22
年
度

採
用
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

保
　
健
　
師

■
募
集
人
員

若
干
名

■
応
募
資
格

短
期
大
学
卒
業
程
度

（
昭
和
50
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、
保
健
師
免
許
を
有
す
る

方
、
又
は
平
成
21
年
度
に
同
免
許
を

取
得
見
込
の
方
。）

■
1
次
試
験

・
日
時
　
7
月
26
日（
日
）

・
場
所
　
県
立
加
納
高
等
学
校

・
内
容
　
教
養
試
験
、事
務
適
性
検
査
、

専
門
試
験
外

■
1
次
試
験
発
表

8
月
中
旬（
予
定
）

■
2
次
試
験

9
月
中
旬（
予
定
）

■
最
終
合
格
発
表

10
月
中
旬（
予
定
）

■
受
付
期
間

5
月
22
日（
金
）〜

6
月
15
日（
月
）

■
応
募
方
法

応
募
期
間
中
に
所
定
の

申
込
用
紙（
役
場
政
策
広
報
課
備
え

付
け
）に
記
入
し
、
次
の
書
類
を
添

え
て
、
役
場
政
策
広
報
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
卒
業（
見
込
）証
明
書

・
成
績
証
明
書（
最
終
学
歴
）

・
保
育
士
、
保
健
師
に
つ
い
て
は
有
資

格
者
は
免
許
証
等
の
写
し

※
詳
し
く
は
、
役
場
政
策
広
報
課
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
政

策
広
報
課
　
℡
2
2
│
2
1
1
1

■
募
集
人
員

若
干
名

■
応
募
資
格

揖
斐
郡
内
に
居
住
す
る
者

で
高
等
学
校
ま
た
は
大
学
等
を
卒
業
し

た
者
（
平
成
22
年
3
月
卒
業
見
込
可
）

で
身
体
強
健
な
者
。

昭
和
59
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
。

■
試
験
日
時
等

第
1
次
試
験

（
教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査
お
よ
び

消
防
適
性
検
査
）岐
阜
県
市
町
村
職
員

統
一
試
験
に
よ
り
実
施
。

9
月
20
日（
日
）8
時
50
分
〜

岐
阜
県
立
羽
島
北
高
等
学
校（
柳
津
町
）

第
2
次
試
験

10
月
下
旬
頃
、
日
時
は
未
定

揖
斐
郡
消
防
組
合
で
、
口
述
、
作
文
試

験
お
よ
び
体
力
測
定
を
行
い
ま
す
。

（
第
二
次
試
験
の
日
時
等
は
現
在
未
定

で
す
の
で
、
決
定
次
第
応
募
者
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。）

■
受
付
期
間

7
月
1
日（
水
）〜
31
日（
金
）

8
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
土
日
、
祝
日
は
除
く
）

■
発
　
　
表

11
月
中
旬
応
募
者
に
通
知

し
ま
す
。

■
採
　
　
用

平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら

採
用
。

■
申
込
み
方
法

受
付
期
間
中
に
所
定
の

申
込
み
用
紙（
揖
斐
郡
消
防
組
合
総
務

課
に
あ
り
。）に
必
要
事
項
を
記
入
し
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、卒
業（
卒
業
見
込
）証
明
書
、
履

歴
書
お
よ
び
健
康
診
断
書（
各
保
健

所
・
公
的
病
院
）を
添
え
て
、
揖
斐
郡
消

防
組
合
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

第
2
次
試
験
の
体
力
測
定

は
、
消
防
職
員
と
し
て
必
要
な
体
格
、

体
力
の
有
無
に
つ
い
て
測
定
し
ま
す
。

採
用
さ
れ
ま
す
と
、
地
方
公
務
員
と

な
り
、
給
料
そ
の
他
の
待
遇
に
つ
い
て

は
、町
役
場
の
職
員
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
郡
消
防
組
合
総
務
課

℡
3
2
│
0
1
1
9

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
募
集
人
員

若
干
名

■
応
募
資
格

児
童
の
育
成
指
導
に
熱
意

を
有
し
、知
識
ま
た
は
経
験
を
有
す
る
者

■
試
　
　
験

面
接
試
験
を
実
施

■
雇
用
期
間

7
月
21
日（
火
）〜
8
月
31

日（
月
）ま
で（
夏
休
み
）

■
給
　
　
与

日
日
雇
用
職
員
の
雇
用
条

件
に
よ
る

■
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日

8
時
30
分
〜
18
時
ま
で

■
応
募
方
法

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
6
月
26
日

（
金
）ま
で
に
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

℡
2
3
│
0
1
1
5
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9
月
よ
り
稼
働
予
定
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
各
学
校
や
幼
児
園
保
育
園
へ
の

給
食
配
送
の
臨
時
運
転
手
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数

若
干
名

■
応
募
資
格

普
通
免
許
所
持
者

■
試
　
　
験

面
接
試
験
を
実
施

■
採
　
　
用

9
月
1
日（
火
）

■
雇
用
期
間

平
成
22
年
3
年
31
日（
水
）

■
給
　
　
与

日
日
雇
用
職
員
の
雇
用
条

件
に
よ
る

■
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
9
時
〜
15
時

■
応
募
方
法

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）に

記
入
し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
を
添
え

て
6
月
12
日（
金
）ま
で
に
、
揖
斐
川
町
役

場
政
策
広
報
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

℡
2
2
│
2
1
1
1

近
年
、
台
風
、
豪
雨
な
ど
に
よ
り
全
国

各
地
で
土
砂
災
害
が
多
発
し
、
多
く
の
尊

い
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
土
砂
災
害

は
前
兆
か
ら
災
害
発
生
ま
で
短
時
間
に
起

き
る
こ
と
か
ら
早
め
の
避
難
が
最
も
有
効

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
防
災
訓
練
に
参
加
し
非
常
持

出
品
や
避
難
方
法
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
　
時

6
月
14
日（
日
）

8
時
30
分
　
藤
橋
地
域
住
民
避
難
開
始

■
場
　
　
所
（
メ
イ
ン
会
場
）

西
濃
学
園
中
学
校

（
旧
藤
橋
小
中
学
校
）

■
内
　
　
容

住
民
に
よ
る
避
難
訓
練

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
訓
練

自
衛
隊
派
遣
訓
練
　
他

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

℡
2
2
│

2
1
1
1

【
Q
1
】

《
問
》
国
民
年
金
は
ど
の
よ
う
な
方
が

加
入
す
る
の
で
す
か
？

《
答
》日本

国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
は
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。自
営
業
者
、

農
業
や
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は
国
民

年
金
の
保
険
料
を
自
分
で
納
め
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
方
を
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保

険
者
と
い
い
ま
す
。
会
社
な
ど
に
勤
め
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
を
国
民
年
金
の
第
2
号
被
保
険
者
と
い

い
ま
す
。
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
配
偶
者
に
よ
っ
て
扶
養
さ
れ
て

い
る
方
は
保
険
料
を
直
接
納
め
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
方
を
国
民
年

金
の
第
3
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

【
Q
2
】

《
問
》
20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず

国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
で
す
か
？

《
答
》日本

国
内
に
住
所
を
有
す
る
方
は
20
歳

に
な
っ
た
ら
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
方
を
除
い
て
、
す
べ
て
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
手
続
き
は
、
役
場
住
民
課
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
加
入
の
届
出
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
Q
3
】

《
問
》
大
学
生
の
息
子
も
、

国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
の
で
す
か
？

《
答
》日本

国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
は
、
学
生
の
方
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
学
生

本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
は
、
保

険
料
の
納
付
を
猶
予
し
、
社
会
人
と
な
っ

て
か
ら
後
払
い
す
る
『
学
生
納
付
特
例
制

度
』
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
大
垣
社

会
保
険
事
務
所
ま
た
は
役
場
住
民
課
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
Q
4
】

《
問
》
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り

会
社
を
退
職
し
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
届
出
が
必
要
で
す
か
？

《
答
》会社

を
退
職
し
た
と
き
の
年
齢
が
20
歳

以
上
60
歳
未
満
で
あ
れ
ば
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。結
婚
し
て
、

配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
国

民
年
金
の
第
3
号
被
保
険
者
に
変
わ
る
た

め
の
届
出
が
必
要
で
す
の
で
、
配
偶
者
の

勤
務
し
て
い
る
会
社
ま
た
は
共
済
組
合
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
社
を

退
職
し
て
か
ら
配
偶
者
の
扶
養
に
な
る
ま

で
に
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
期
間
は

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。
退
職
後
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の

窓
口
で
退
職
し
た
こ
と
が
分
か
る
証
明
書

（
離
職
票
な
ど
）と
年
金
手
帳
を
添
え
て
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
Q
5
】

《
問
》
会
社
を
退
職
後
、

2
か
月
後
に
再
就
職
す
る
予
定
で
す
。

そ
れ
ま
で
の
間
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
で
す
か
？

《
答
》日本

国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
は
、
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
い
て
す
べ
て

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
退
職
し
て
か
ら
再
就
職
す
る
ま
で

の
期
間
は
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

期
間
で
す
の
で
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
退
職
後
、
役
場
住
民

課
の
窓
口
で
退
職
し
た
こ
と
が
分
か
る
証

明
書（
離
職
票
な
ど
）と
年
金
手
帳
を
添
え

て
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
厚
生

年
金
の
老
齢
年
金
や
共
済
組
合
の
退
職
年

金
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
は
、
加
入
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
垣
社
会
保
険
事
務
所

℡
0
5
8
4
│
7
8
│
5
1
6
6

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
0
5
8
5
│
2
2
│
2
1
1
1

13 Public Information IBIGAWA

インフォメーション ルーム

Information Room
Information Room

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

臨
時
運
転
手
の
募
集
に
つ
い
て

Information Room

藤
橋
地
区
土
砂
災
害
防
災

訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

Information Room

国
民
年
金
の
加
入
に
つ
い
て

よ
く
あ
る
ご
質
問（
Ｑ
＆
Ａ
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●
障
害
基
礎
年
金
は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
た
方
が
、
裁
定
請
求
手
続
き
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
障
害

認
定
日
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
要
　
　
件
】

①
20
歳
前
や
国
民
年
金
加
入
中（
65
歳
未

満
で
厚
生
年
金
保
険
加
入
中
も
し
く
は

国
民
年
金
の
強
制
加
入
期
間
を
終
え
た

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
日
本
に
住
ん
で

い
る
方
を
含
む
）に
障
が
い
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
け
が
の
初
診
日
が
あ
る

こ
と
。

②
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
方
は
20
歳
に

達
し
た
と
き
、
そ
れ
以
外
の
方
は
初
診

日
か
ら
1
年
6
か
月
経
過
し
た
日（
も

し
く
は
1
年
6
か
月
以
前
に
症
状
が
固

定
し
た
日
。
以
下
、
障
害
認
定
日
と
い

う（
※
1
）。）に
お
い
て
、
障
が
い
の
程

度
が
国
民
年
金
法
に
定
め
ら
れ
た
障
害

等
級
1
級
ま
た
は
2
級（
※
2
）に
該
当
す

る
こ
と
。

《
障
が
い
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、請
求
し
て

も
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

③
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、
初
診
日
の

属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で
に
公
的
年
金

の
加
入
期
間
の
3
分
の
2
以
上
の
期
間

に
つ
い
て
、
保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免

除
さ
れ
て
い
る
こ
と（
保
険
料
未
納
期

間
が
3
分
の
1
未
満
で
あ
る
）、
ま
た

は
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、
初
診
日

の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
1
年
間

に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
。

（
※
1
）1
年
6
か
月
以
前
に
症
状
が
固
定

し
た
日
と
み
な
さ
れ
る
場
合
の
一
部
事
例

・
人
工
透
析
を
受
け
始
め
て
か
ら
3
か
月

を
経
過
し
た
日

・
人
工
骨
頭
ま
た
は
人
工
関
節
を
挿
入
置

換
し
た
日

・
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
、
植
え
込
み
型

除
細
動
器（
I
C
D
）ま
た
は
人
工
弁
を

装
着
し
た
日

・
人
工
肛
門
ま
た
は
新
膀
胱
の
造
設
、
尿

路
変
更
術
を
施
術
し
た
場
合
は
造
設
ま

た
は
手
術
を
施
し
た
日

・
切
断
ま
た
は
離
断
に
よ
る
肢
体
の
障
害

は
原
則
と
し
て
切
断
ま
た
は
離
断
し
た
日

・
喉
頭
全
摘
出
の
場
合
は
全
摘
出
し
た
日

・
在
宅
酸
素
療
法
を
行
っ
て
い
る
場
合
は

在
宅
酸
素
療
法
を
開
始
し
た
日

人
工
透
析
と
喉
頭
全
摘
出
の
場
合
以
外

は
、
基
本
的
に
障
害
等
級
は
3
級
相
当
と

し
て
認
定
し
、
さ
ら
に
術
後
の
経
過
お
よ

び
予
後
の
状
態
に
よ
り
総
合
的
に
判
断
し

て
、
2
級
以
上
相
当
に
該
当
す
る
か
の
認

定
を
す
る
た
め
、
2
級
以
上
に
該
当
し
な

い
場
合
に
は
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
せ
ん（
た
だ
し
、
初
診
日
に
厚
生
年
金
保

険
加
入
中
の
場
合
は
、
3
級
の
障
害
厚
生

年
金
の
み
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

（
※
2
）身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
別

の
認
定
基
準
で
判
断
し
ま
す
の
で
、
手
帳

の
等
級
と
一
致
し
ま
せ
ん
。

【
障
害
基
礎
年
金
の
金
額
】

1
級
　
9
9
0
1
0
0
円

2
級
　
7
9
2
1
0
0
円

※
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
中
に
初
診
日
が

あ
る
障
が
い
に
つ
い
て
は
、
併
せ
て
障

害
厚
生
年
金
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
事
後
重
症
制
度
に
つ
い
て
】

障
害
認
定
日
に
お
い
て
、
1
級
ま
た
は

2
級
の
障
害
等
級
の
状
態
に
該
当
し
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
、
障
害
認
定

日
か
ら
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に

症
状
が
重
く
な
り
、
1
級
ま
た
は
2
級
の

障
害
等
級
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き

は
、
裁
定
請
求
手
続
き
に
よ
り
、
障
害
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す（
事
後
重
症
と

い
い
ま
す
）。

※
た
だ
し
、
事
後
重
症
制
度
は
65
歳
に
達

す
る
日
の
前
日
ま
で
に
裁
定
請
求
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
障
害
基
礎
年
金
の

支
給
開
始
は
障
害
認
定
日
に
関
わ
ら

ず
、
裁
定
請
求
の
手
続
き
を
し
た
翌
月

分
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

場
合
は
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

大
垣
社
会
保
険
事
務
所

℡
0
5
8
4
│
7
8
│
5
1
6
6

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
2
2
│
2
1
1
1

児
童
手
当（
特
例
給
付
、
小
学
校
修
了

前
特
例
給
付
）は
、
小
学
校
6
年
生
ま
で

の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年

6
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

後
日
「
現
況
届
」
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
内
容
を
確
認
の
う
え
必
要
事
項
を

ご
記
入
い
た
だ
き
、
次
の
と
お
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
が
な
い
と
、
６

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。

■
提
出
期
限

6
月
30
日（
火
）

■
提
出
場
所

役
場
子
育
て
支
援
課
ま
た

は
各
振
興
事
務
所
住
民
福
祉（
地
域
振

興
）課

■
現
況
届
提
出
の
際
に
必
要
な
添
付
書
類
な
ど

・
請
求
者
が
被
用
者（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な

ど
）で
あ
る
場
合
…
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
写
し（
注
）

（
※
注

児
童
の
被
保
険
者
証
で
は
な

く
、
請
求
者
の
被
保
険
者
証
の
写
し
が

必
要
で
す
。）

・
平
成
21
年
1
月
1
日
現
在
、
町
内
に
住

所
が
な
か
っ
た
場
合
…
平
成
20
年
分
の

所
得
課
税
証
明
書（
1
月
1
日
現
在
お

住
ま
い
の
市
町
村
で
発
行
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

℡
2
2
│
2
1
1
1（
内
線
231
）

小
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
教
科
書
、

特
別
支
援
学
校
用
の
文
部
科
学
省
著
作
教

科
書（
一
部
）に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
展

示
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
主
　
　
催

岐
阜
県
教
育
委
員
会

■
期
　
　
間

6
月
19
日（
金
）〜

7
月
2
日（
木
）

■
時
　
　
間

9
時
〜
17
時
ま
で

インフォメーション ルーム

Information Room
Information Room

障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て

Information Room

児
童
手
当
「
現
況
届
」
の

提
出
に
つ
い
て

Information Room

平
成
21
年
度
教
科
書
展
示
会
開
催
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■
会
　
　
場

・
西
濃
教
科
書
セ
ン
タ
ー

大
垣
市
江
崎
町
422
の
3

（
西
濃
教
育
事
務
所
内
）

・
南
濃
分
館

養
老
町
石
畑
491

（
養
老
中
央
公
民
館
内
）

・
神
戸
分
館

神
戸
町
北
一
色
821
の
1

（
神
戸
町
立
図
書
館
内
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

西
濃
教
育
事
務
所
教
育
支
援
課

℡
0
5
8
4
│

7
3
│

1
1
1
1（
内
線
410
）

7
月
1
日
現
在
で
、
平
成
21
年
度
経
済

セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ

れ
は
日
本
の
経
済
活
動
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
新
し
い
統
計
調
査
で
、
全

国
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
全
国
的
な
施
策

だ
け
で
な
く
、
防
災
対
策
や
交
通
機
関
の

整
備
な
ど
身
近
な
施
策
、
ま
た
企
業
経
営

や
学
術
研
究
の
資
料
と
し
て
、
幅
広
く
利

用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
6
月
末

か
ら
7
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

※
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
来
場
者
受
付

名
簿
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
で
き
る
限
り
会
場
に
あ
る
「
意

見
書
」
に
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
調
査
で
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に

つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

℡
2
2
│
2
1
1
1

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
全
国
平
均

で
は
6
分
以
上
か
か
り
ま
す
。

脳
が
酸
素
な
し
で
生
き
て
い
ら
れ
る
時

間
は
、
3
〜
4
分
と
い
わ
れ
て
お
り
、
呼

吸
や
脈
拍
が
止
ま
っ
て
い
る
傷
病
者
を
そ

の
ま
ま
に
放
置
し
て
救
急
隊
員
に
引
き
継

い
で
仮
に
生
命
が
救
え
た
と
し
て
も
、
元

の
社
会
生
活
が
で
き
る
ま
で
回
復
さ
せ
る

こ
と
は
困
難
に
な
り
ま
す
。

揖
斐
郡
消
防
組
合
で
は
、
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間
に
、
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
に
応
急
手
当
て

が
で
き
る
よ
う
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

呼
吸
や
脈
拍
が
触
れ
な
く
な
っ
た
傷
病

者
に
対
し
て
行
う
「
心
肺
蘇
生
法
」
と
A

E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
中
心
と

し
て
、
普
通
救
命
講
習（
3
時
間
）を
実
施

し
ま
す
。

■
開

催

日

奇
数
月
の
第
3
日
曜
日

5
月
17
日
、
7
月
19
日
、
9
月
20
日
、

11
月
15
日
、
平
成
22
年
1
月
17
日
、

3
月
21
日

■
開
催
時
間

9
時
〜
12
時（
3
時
間
）

■
開
催
場
所

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
郡
消
防
組
合
℡
3
2
│

0
1
1
9

県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
を

対
象
に
、
就
業
を
支
援
す
る
た
め
の
講
習

会（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
講
習
、
医
療

事
務
講
習
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
）を
開
催
し

ま
す
。

■
受

講

料

無
料（
た
だ
し
教
材
費
は

本
人
負
担
）

■
申

込

日

6
月
1
日（
月
）〜
6
月
15

日（
月
）

■
申
込
機
関

西
濃
振
興
局
揖
斐
事
務
所

福
祉
課
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
多
数
の
場
合
は
、
岐
阜
県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

で
抽
選
し
、
決
定
し
ま
す
。

詳
細
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

■
受
講
種
目

ヘ
ル
パ
ー
2
級
講
習
・
医

療
事
務
講
習
・
パ
ソ
コ
ン
講
習

【
お
問
い
合
せ
先
】

西
濃
振
興
局
揖
斐
事
務
所
福
祉
課

℡
2
3
│
1
1
1
1

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
6
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
を

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

男
性
と
女
性
が
お
互
い
に
人
権
を
尊
重

し
、
職
場
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
で
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の

意
識
や
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。
こ
の
機

会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」っ
て
何
だ
ろ

う
？→

（
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
）

http
://w
w
w
.g
end
er.g
o
.jp
/

「
働
く
人
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
の

労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
申
告
・
納
付
期

限
が
今
年
か
ら
7
月
10
日
と
な
り
ま
し

た
。
雇
用
保
険
料
率
が
下
が
る
な
ど
改
正

点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
直

前
は
窓
口
が
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

岐
阜
労
働
局
と
労
働
基
準
監
督
署
で

は
、
6
月
1
日
か
ら
ご
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
お
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
る
か
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
続
き
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
行
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

岐
阜
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

℡
0
5
8
│
2
4
5
│
8
1
1
5

インフォメーション ルーム

Information Room
Information Room

〜
す
べ
て
の
企
業
・
事
業
所
の
皆
様
へ
〜

経
済
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

Information Room

普
通
救
急
講
習
会
の
お
知
ら
せ

〜
大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
に
〜

Information Room

平
成
21
年
度

就
業
支
援
講
習
会

Information Room

〜
共
同
参
画
新
た
な
社
会
の
パ
ス
ワ
ー
ド
〜

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

Information Room

事
業
主
の
皆
様
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
の
手
続
き
は

お
早
め
に
！
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デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
初
心
者
を
対
象
と
し

た
講
座
【
初
め
て
の
デ
ジ
カ
メ
入
門
編
】

を
開
催
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
基

本
操
作
か
ら
パ
ソ
コ
ン
へ
の
取
り
込
み
や

編
集
方
法
を
実
践
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

揖
斐
川
会
場

（
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
O
A
室
）

7
月
2
日（
木
）・
7
月
5
日（
日
）

谷
汲
会
場

（
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
）

7
月
8
日（
水
）・
7
月
11
日（
土
）

春
日
会
場

（
春
日
振
興
事
務
所
）

7
月
14
日（
火
）

久
瀬
会
場

（
久
瀬
振
興
事
務
所
）

7
月
16
日（
木
）

坂
内
会
場

（
坂
内
振
興
事
務
所
2
階
）

7
月
23
日（
木
）

藤
橋
会
場

（
藤
橋
振
興
事
務
所
）

7
月
26
日（
日
）

■
定
　
　
員

8
名

■
時
　
　
間

9
時
〜
15
時

■
参
加
料
金

200
円

■
そ
の
他

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
貸
し

出
し
可（
昼
食
は
、ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

■
申
し
込
み
方
法

役
場
、
放
送
通
信
セ

ン
タ
ー
、
各
振
興
事
務
所
に
申
し
込
み

用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
記
入
の
上

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
受
付
開
始
日

6
月
1
日（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
放
送
通
信
セ
ン
タ
ー

℡
2
1
│
3
1
7
1

県
内
の
児
童
養
護
施
設
に
生
活
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
中
で
、
夏
期
の
帰
省
時

に
、
帰
る
家
庭
の
な
い
子
ど
も
や
家
庭
の

事
情
で
帰
省
で
き
な
い
子
ど
も
を
民
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
三
日
間
預
か
っ
て
い
た

だ
き
、
子
ど
も
達
に
温
か
い
家
庭
の
雰
囲

気
を
体
験
さ
せ
る
た
め
、
岐
阜
県
が
岐
阜

県
里
親
連
合
会
の
協
力
を
得
て
行
う
事
業

で
す
。

■
委
託
の
期
間

8
月
1
日（
土
）〜

3
日（
月
）

■
申
込
方
法

事
業
に
応
募
さ
れ
る
方

は
、
役
場
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
振

興
事
務
所
住
民
福
祉
（
地
域
振
興
）
課

に
「
三
日
里
親
申
込
書
」
が
あ
り
ま
す

の
で
、
所
定
の
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
の
期
間

6
月
5
日（
金
）〜

24
日（
水
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

℡
2
2
│
2
1
1
1(

内
線
231
）

こ
ん
に
ち
は
！
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
す
。当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

定
年
等
を
迎
え
た
豊
富
な
経
験
や
特
技
な

ど
を
活
か
し
会
員
が
得
意
分
野
で
お
仕
事

を
お
引
き
受
け
し
て
い
ま
す
。

親
切
・
丁
寧
・
信
頼
を
モ
ッ
ト
ー
に

シ
ル
バ
ー
で
は
、
こ
ん
な
仕
事
を
お
引

き
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

★
草
刈
り
・
草
取
り

★
家
の
掃
除
　
　
★
家
事
援
助

★
病
院
の
付
添
　
★
畑
仕
事

★
庭
木
の
剪
定
　
★
障
子
・
襖
張
り

★
ハ
ガ
キ
の
宛
名
書
き

★
網
戸
の
張
替
え

そ
の
他
、
何
か
の
お
役
に
立
て
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
お
困
り
の
際
は
是
非
当
セ
ン

タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

お
仕
事
の
ご
依
頼
受
付

平
日
（
月
〜
金
曜
日
）
8
時
30
分
〜
17
時

【
月
例
登
録
会
の
ご
案
内
】

町
内
に
お
住
い
の
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
60
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
入
会
で
き
ま
す
。（
年
会
費
と
し
て

2
0
0
0
円
が
必
要
で
す
。）健
康
と
生
き

が
い
の
た
め
に
、
ま
た
特
技
・
資
格
を
活

か
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第
1
・
第
3
月
曜

日
に
説
明
登
録
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
説
明
登
録
会

（
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。）

6
月
1
日
、
15
日
　
10
時
〜
11
時
30
分

【
お
問
い
合
せ
先
】

（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
2
3
│
0
9
0
7

知
的
障
が
い
児
、
者
の
皆
さ
ん
が
集
ま

り
、
障
が
い
者
福
祉
の
最
新
情
報
を
交
換

し
た
り
、
当
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し

ん
だ
り
し
な
が
ら
勉
強
を
す
る
会
で
す
。

行
事
は
、
年
2
〜
3
回
の
勉
強
会
と
お

楽
し
み
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
活
動
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
総
会
と
勉
強
会

6
月
14
日（
日
）10
時
30
分
〜

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

■
年
会
費

1
0
0
0
円

※
入
会
希
望
の
受
付
と
相
談
も
し
て
い
ま

す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町

「
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
事
務
局

揖
斐
川
町
上
東
野
37
の
6

℡
2
2
│
5
0
6
7

インフォメーション ルーム

Information Room
Information Room

Ｉ
Ｔ
講
習
会
参
加
者
募
集
！

Information Room

「
三
日
里
親
」を
募
集
し
ま
す
！

Information Room

（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

Information Room

揖
斐
川
町
「
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」

か
ら
の
お
知
ら
せ
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今
年
で
開
園
14
年
目
の
谷
汲
ゆ
り
園
は

約
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ヒ
ノ
キ
林
の
中
に
40

品
種
の
ゆ
り
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
癒
し
を

求
め
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
場
　
　
所

谷
汲
ゆ
り
園

■
期
　
　
間

6
月
6
日（
土
）〜
7
月
12
日（
日
）

■
開
園
時
間

8
時
30
分
〜
18
時

（
期
間
中
無
休
）

■
料
　
　
金

入
園
料
400
円

【
お
問
い
合
せ
先
】

谷
汲
ゆ
り
園
　
℡
5
6
│
3
9
8
8

揖
斐
川
町
は
、
平
成
24
年
開
催
の
ぎ
ふ

清
流
国
体
の
カ
ヌ
ー
競
技
会
場
地
と
し
て

内
定
し
て
い
ま
す
。
3
年
後
の
大
会
運
営

の
際
に
は
、
多
く
の
審
判
員
や
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
町
で
は
、
国
体
開
催
ま
で
に
審

判
員
を
養
成
す
る
た
め
講
習
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
カ
ヌ
ー
の
経
験
が
無

く
て
も
簡
単
に
理
解
で
き
る
内
容
で
す
の

で
大
丈
夫
で
す
。
国
体
お
よ
び
国
体
前
年

に
開
催
さ
れ
る
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
　
程

7
月
5
日（
日
）

10
時
〜
16
時（
予
定
）

■
受
　
　
付

9
時
30
分
〜

■
会
　
　
場

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

第
2
会
議
室

■
対
　
　
象

18
歳
以
上

（
高
校
生
を
除
く
）

■
定
　
　
員

20
名

■
参

加

料

無
料

■
申
込
期
限

6
月
19
日（
金
）

■
取
得
資
格

日
本
カ
ヌ
ー
連
盟
公
認

国
内
A
級
審
判
員
資
格

■
講
　
　
師

（
社
）日
本
カ
ヌ
ー
連
盟

岐
阜
県
カ
ヌ
ー
協
会

■
そ

の

他

筆
記
用
具
、
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
昼
食
は
各
自
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

総
務
部
国
体
準
備
室
℡
2
2
│

2
1
1
1

7
月
25
日（
土
）に
開
催
さ
れ
る
「
夜

叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り
」
の
物
産
販
売

コ
ー
ナ
ー
で
、
町
内
に
事
業
所
が
あ
る
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。

出
店
者
募
集

■
出

店

料

2
0
0
0
円

■
ス
ペ
ー
ス

2
間
×
3
間
の
テ
ン
ト
の

半
分

※
コ
ン
セ
ン
ト
と
水
道
は
必
要
で
あ
れ
ば

用
意
で
き
ま
す
。
保
健
所
の
許
可
が
必

要
な
場
合
は
、
各
自
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
販
売
時
間

16
時
〜
21
時（
準
備
は
12

時
か
ら
行
え
る
予
定
で
す
。）申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す

■
申
し
込
み
締
め
切
り

6
月
30
日（
火
）

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

坂
内
観
光
協
会

（
坂
内
振
興
事
務
所
基
盤
整
備
課
内
）

℡
5
3
│
2
1
1
1

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
通
り
募
集

し
ま
す
。

①
六
合
住
宅
　
1
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
春
日
六
合

・
建
設
年
度
　
平
成
12
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
3
階
建
　
3
L
D
K

・
家
賃
　
2
5
5
0
0
円
〜

②
坂
本
住
宅
　
1
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
坂
内
坂
本

・
建
設
年
度
　
平
成
8
年
度

・
木
造
平
屋
建
　
3
L
D
K

・
家
賃
　
2
0
7
0
0
円
〜

③
川
上
住
宅
　
1
戸

・
住
所
　
揖
斐
川
町
坂
内
川
上

・
建
設
年
度
　
平
成
11
年
度

・
木
造
2
階
建
　
3
L
D
K

・
家
賃
　
2
2
4
0
0
円
〜

■
敷
　
　
金

家
賃
の
3
か
月
分

■
入
居
条
件

・
揖
斐
川
町
内
に
在
住
も
し
く
は
在
勤

（
勤
務
予
定
で
も
可
）で
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

・
そ
の
他
　
家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下

水
の
使
用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な

ど
）が
必
要
で
す
。

■
募
集
期
間

6
月
1
日（
月
）〜
6
月
15
日（
月
）

■
入
居
予
定
日

7
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
2
2
│
2
1
1
1（
内
線
313
）

電
話
利
用
保
護
旬
間
6
月
1
日
〜
10
日

不
法
電
波
は
犯
罪
で
す
。
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
電
波
の
ル
ー
ル
。

電
波
に
は
免
許

無
線
機
に
は
技
適
マ
ー
ク

不
法
無
線
局
の
取
締
り
実
施
中

【
連
絡
先
】

総
務
省
東
海
総
合
通
信
局

不
法
無
線
局
の
相
談
は

℡
0
5
2
│
9
7
1
│
9
1
0
7

T
V
等
の
受
信
相
談
は

℡
0
5
2
│
9
7
1
│
9
6
4
8

インフォメーション ルーム

Information Room
Information Room

谷
汲
ゆ
り
園
が
開
園
し
ま
す

Information Room

カ
ヌ
ー
競
技
審
判
資
格
取
得

講
習
会
受
講
生
募
集
！

Information Room

夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り

物
産
販
売
出
店
者
募
集
！

Information Room

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
！

Information Room

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
不
法
電
波
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毎
月
第
2
土
曜
日
は
、
岐
阜
県
民
環
境

の
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
保
育
園
児
か
ら
小
学
校

6
年
生
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
環
境
に
関

わ
る
体
験
学
習
を
開
講
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
対
　
　
象

保
育
園
児
か
ら
小
学
校
6

年
生
ま
で
の
児
童（
た
だ
し
、
小
学
校

2
年
生
以
下
は
親
子
で
参
加
）

■
定
　
　
員

1
回
あ
た
り
25
人

■
受

講

料

無
料（
材
料
代
な
ど
が
人

数
分
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

※
体
験
学
習
の
日
程
や
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

い
び
N
P
O
法
人
連
絡
協
議
会

℡
2
2
│
1
7
3
2

FAX
2
2
│
2
4
7
1

山地災害防止キャンペーン

●実施期間●

5月20日（水）～ 6月30日（火）
●山地災害防止標語●

災害の 爪
つめ

痕
あと

消えても
教訓消すな

インフォメーション ルーム

Information Room
Information Room

い
び
環
境
塾
受
講
生
募
集
！

長
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
中な

か

矢や

仲な
か

夫お

さ
ん（
坂
内
広
瀬
）が

こ
の
ほ
ど
退
任
さ
れ
、
総
務
大
臣
よ
り
感

謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
７
日（
火
）、
坂
内
振
興
事
務
所
で
、

総
務
省
岐
阜
行
政
評
価
事
務
所
長
か
ら
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

中
矢
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 行

政
相
談
員
に
感
謝
状
！

▲感謝状を受け取る中矢さん（坂内振興事務所にて）

◆
揖
斐
川
町
役
場
へ

3
月
24
日（
火
）、
西
濃
北
部
福
祉
協
力

会
よ
り
、
福
祉
向
上
の
た
め
に
と
50
万
円

寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

4
月
20
日（
月
）、
五
十
川
は
ぎ
子
カ
ラ

オ
ケ
教
室
よ
り
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
イ

ベ
ン
ト
で
集
ま
っ
た
募
金
15
万
1
8
9
6

円
を
車
椅
子
購
入
の
た
め
に
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
揖
斐
川
尚
和
園
へ

林
　
　
良
夫
さ
ん（
北
方
）
野
菜

岡
部
　
俊
雄
さ
ん（
長
良
）
タ
オ
ル

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

4
月
3
日（
金
）に
95
歳
に
な
ら
れ

た
澤さ

わ

崎ざ
き

ト
キ
さ
ん（
坂
内
川
上
）が
長

寿
者
褒
賞
を
受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お

祝
い
と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ご長寿さん今月の

私が学生時代に覚えた薬草の一つが、イカリソウです。関ヶ原から岩手峠への植物採集コースには
度々出かけました。その時に初めてイカリソウを先輩から教わり、花の形が錨に似ているので「錨草」
の名前があること。同時に葉を見ると三つの小枝に分かれ、それぞれの小枝には3枚ずつ葉があると
ころから「三枝九葉草」ともいうと教えられました。そうしてイカリソウは健忘症に用いるのだとも
教えられました。それが契機で岐阜薬科大学の生薬学教室に在籍時代、教室員こぞってイカリソウの
研究をしました。そうして多くの新しい成分を見つけました。
揖斐川町にはイカリソウ、トキワイカリソウとキバナノイカリソウの三種が自生しています。どれ
も同じ薬効を持っています。薬効成分を多く含むのは葉ですから用いるときには葉のみを使用します。
民間ではイカリソウの地下部も含めた全草を煎じて飲むと効き目があると言われていますが、実際は
健忘症、強壮強精、更年期障害を目的に葉のみを用います。乾燥した葉（100g）を刻み、氷砂糖
（100g）とともにホワイトリカ－（1.8L）に浸けて飲みますが、これは有効な成分がアルコールによく溶
けるからです。 （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

いびがわ 特産品シリーズ イカリソウ（メギ科）
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